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在籍校名    筑紫野市立原田小学校       

職・氏名    教諭 新田 梨津子       

       

      

研 修 報 告 書 

 

このたび、長期派遣研修員として、下記のとおり研修をしましたので報告いたします。 

 

記 

 

１ 研修種別 

  Ｄ 福岡県教育センター研修員 

２ 主題研修について 

研究主題 「関わりを増やしたいＡ児が、友達と共に基本的な動きを身に付ける体育科学習 

―やり取りが生じる活動を位置付けた学習過程を通して―」 

(1) 研究のねらい 

 ア 課題の背景 

 (ｱ) 対象児童の実態から 

 本研究の対象児童であるＡ児は、通常の学級に在籍する低学年児童である。WISC-Ⅳの結果からＡ

児は、言葉を理解し、表現することが得意である一方で、情報を素早く処理することが苦手であるこ

とが分かった。実態調査では、興味のある昆虫や植物等に関する知識が豊富で、知っていることを楽

しそうに教師へ説明する姿が見られた。しかし、難しい言葉を遣って話を進めたり、一方的に話し続

けたりするため、Ａ児と同世代の友達との会話は成立していないこともあった。また、休み時間には

一人で過ごすことも見られ、Ａ児自身が、「友達ともっと仲良くしたいけど、どのように関わればよ

いか分からない。」と言うこともあった。Ａ児は体を動かすことが好きで、体育科学習に意欲的であ

り、体育科「ボールゲーム」の学習では、ねらったところにボールを蹴ってたくさん得点することが

でき、学級全体の手本となったという経験もある。そこで、体育科学習で友達とやり取りをしながら

動きを身に付けることができれば、Ａ児の願いの実現につながると考えた。 

 (ｲ) 試行授業から 

 Ａ児に適した手立てを探るために、Ａ児が体

育科学習において、成功体験のある領域で試行

授業を行った。そこで、友達との関わりが増え

るように三つの視覚的な手立てを考えた。その

内容とＡ児の姿を表１に示す。これらを通して

Ａ児は友達との関わりが増えた。具体的には、

①準備や片付けの内容を視覚化することで役割

が明確になり、Ａ児が中心となって話し合いな

がら友達と確認する姿が見られた。②協力につ

ながる応援の仕方を視覚化することで、応援の

場面や言葉が分かり積極的に声掛けをする姿が

見られた。また、友達と一緒に振り返ることもできた。③リアクション方法を視覚化することで様々

な応答の場面や仕方を知り、相手に応じてリアクションする姿が見られた。さらに、学習後の振り返

表１ 試行授業 Ｅ ゲーム ア ボールゲーム 
「とって、なげて、バンバンゲーム」での手立てとＡ児の姿 
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りでは、ノートに「友達に頑張れと言ったら、喜んでくれたから嬉しい」と記述していた。以上のこ

とから、これらの視覚的な手立てはＡ児にとって友達との関わりを増やす上で有効であった。 

(ｳ) 社会の情勢から 

令和３年１月の「新しい時代の特別支援教育の在り方に関する有識者会議報告」では、『これから

の特別支援教育の方向性』の中で「障害の有無に関わらず誰もがその能力を発揮し、共生社会の一員

として共に認め合い、支え合い、誇りを持って生きられる社会の構築を目指す」ことが示された。ま

た、小学校学習指導要領解説体育編では、体育の見方・考え方を「運動やスポーツを、‥‥『する・

みる・支える・知る』の多様な関わりと関連付けること」と示している。そこで運動中に『支える』

ことにも着目し、友達と共に活動していくことを重視する。さらに、福岡県体育研究所は、平成22、

23、24年度の調査研究報告書において、学習の目的を明確にして、ペアやグループでの学習を仕組め

ば、態度や思考・判断といった資質・能力だけでなく、技能の高まりや動きを身に付ける上でも有効

であることを示している。これらのことから体育科学習において動きを身に付けるためには、学習の

目的を明確にして友達と共に課題を共有しながら活動することが大切であると考えた。 

 イ 研究の目的 

友達との関わりを増やしたいＡ児が、体育科学習において、友達と共に基本的な動きを身に付ける

ために、友達とのやり取りが生じる活動を位置付けた学習過程や友達と課題を共有できる支援の有効

性を明らかにする。 

(2) 研究の構想 

 ア 主題の説明   

 (ｱ) 主題について 

関わりを増やしたいとは、友達と一緒に話をしたり遊んだりする機会が多くなることを望むことで

ある。基本的な動きを身に付けるとは、小学校低学年における運動遊びの楽しさに触れ、活発に運動

遊びを行っていく中で動きを習得することである。本研究は、マットを使った運動遊びを行う。それ

は、動きを見る視点が明確で友達と共に活動しやすい単元であるため、体を動かすことが好きなＡ児

が、関わりと動きの両面での成功体験を積むことができると考えたからである。本研究においては、

様々な方向への転がりや腕支持などの動きの習得を目指す。友達と共に基本的な動きを身に付けると

は、物事を一緒に取り組む学級の仲間と課題を共有し、その課題解決のために、仲間と互いに声を掛

け合ったり、動きを見合ったりして動きを習得することである。本研究では、次第に仲間との関係に

視野が広がり始めるものの、自己中心的な思考が残る低学年の特徴を踏まえ、ペアでの活動とする。

ペアの友達と課題を共有してやり取りをしながら体育の目標である楽しさに触れることを通して、基

本的な動きを身に付けることができると考える。そこで、本研究で目指すＡ児の具体的な姿は以下の

とおりである。 

〇 友達と共に運動遊びの行い方を確かめながら、様々な動きを試すことができる。  【つかむ】 

〇 友達と共に場に応じた動きを考えたり様々な基本的な動きに挑戦したりすることができる。                                

【つくる】 

〇 友達と共に積み上げた動きを評価し、基本的な動きを身に付けることができる。 【ひろげる】 

(ｲ) 副題について 

 やり取りとは、様々な動きに挑戦したり場に合わせた動きをつくったりする際、相手に合わせて、

声掛けをしたり助言を聞いたりすることである。本研究では、Ａ児が友達と交替で行う１往復以上の

会話や非言語を含むコミュニケーションを指す。やり取りが生じる活動を位置付けた学習過程とは、

友達と共に基本的な動きを身に付ける際、課題を共有して行うやり取りが自発的に起きるような活動

を、単元を通して仕組むことである。こうすることで、Ａ児の「友達との関わりを増やしたい」とい

う願いを達成しながら、体育科で示す基本的な動きを身に付けることができると考える。 

イ 研究の内容 

 本研究では、Ａ児が友達と共に基本的な動きを身に付けるために、学習過程にやり取りが生じる活
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動を位置付けるとともに、課題を

共有できる視覚的支援を取り入れ

る。研究構想図は、図１に示すと

おりである。導入段階では、友達

と共に運動遊びの行い方を確かめ

ながら、様々な動きを試すことが

できるようにであいの活動を位置

付ける。であいの活動では、様々

な動きを試すための、どうぶつラ

ンド、くるくるランド、さかさま

ランド、とびっこランドの四つの

マットランドを設定する。その際

絵と言葉で動きが示された学習活

動カードを持って活動できるよう

にしたり、友達の動きを参考にで

きるようにモデルを提示したりす

る。展開段階では、友達と共に場に応じた動きを考えたり様々な基本的な動きに挑戦したりすること

ができるように、導入段階から少し変化をつけた場で、試しの活動、ペアで挑戦①、見合いっこタイ

ム、振り返りの四つの活動を位置付ける。ここでは、導入段階で試した動きに取り組む時間を、十分

に確保できるように、四つのマットランドを４時間に分けて行う。試しの活動では、本時のねらいに

つながる動きが広がるような場の条件や動きの観点を示す。ペアで挑戦①では、場の条件や動きの観

点を基に、様々な動きに挑戦できるよう、紅白玉や鈴、色テープなど自分たちで操作できる教材教具

を設置する。その際、Ａ児がやり取りをしやすい意図的なペアで行い、そのうちどちらか一人をリー

ダーとする。リーダーは、どのような動きに挑戦するか動きにつながるヒントコーナーを活用するか

などを決める際に中心となってやり取りをする役割であり、誰もが経験できるように輪番制で行う。

見合いっこタイムでは、ペアで挑戦①での動きを他のペアと紹介し合うようにする。具体的には初め

に、同チーム内で動きを紹介し、次に、他チーム同士で動きを紹介する。振り返りでは、自分の動き

と友達の動きの良かったところについて、ペアの友達とやり取りをするようにする。以上の流れをパ

ターン化し、それぞれのマットランドを同じ流れで行うようにする。終末段階では、友達と共に積み

上げた動きを評価しながら基本的な動きを身に付けることができるように、ペアで挑戦②とまとめの

見合いっこタイムを位置付ける。ペアで挑戦②では、同じペアの友達とやり取りをしながら、四つの

マットランドで挑戦する動きを決定し、活動する時間を設定する。まとめの見合いっこタイムでは、

新しく設定したペアの友達と動きの指令を互いに出し合うようにする。以上のような順序で活動を設

定することで、前の活動を生かしてやり取りや動きを行い、それらを積み上げていきながら動きのポ

イントを理解して基本的な動きを身に付けることができるようにする。 

(3) 研究の実際 

ア 実証授業の単元の目標及び指導計画 

       

 

 

 

 

 

 

 

図１ 研究構想図 

単 元 名 体育科 Ｂ 器械・器具を使っての運動遊び イ マットを使った運動遊び 「マットランドで楽しくあそぼう」 

単元 
目標 

○ いろいろな方向に転がったり手や背中で体を支えていろいろな姿勢で逆立ちをしたりして、転がったり支えたりする動きを身に付けたり増やしたりすること
ができる。                                                          【知識及び技能】 

○ 「マットランドで自分たちがやりたい動きをつくって遊ぶ」という目的を共有した上で、楽しく友達と共にやり取りをしながら動きを工夫して活動すること
ができる。                                                    【思考力、判断力、表現力等】 

○ ペアの友達と様々な動きに取り組み、器具の安全に気を付けながら遊んだり、場を造り変えたりすることができる。    【学びに向かう力、人間性等】 
段階 導入 展開 終末 
配時 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

目標 

○ であい活動でマットランドでの
動きを友達と確認しながら活動を
することができる。 

○ 動きや場を工夫してマットランドでより楽しく遊ぶという学習の見通しをもって、新し
い動きや場に応じた動きに挑戦し、たくさんの動きを身に付けながら遊ぶことができる。 

○ 自分の動きをつくったり広げたりするために、友達と共にやりとりを繰り返して、教材
教具を操作したり助言したりすることができる。 

〇 自分が身に付けた動
きを基に、友達と評価
をし合いながら楽しく
遊ぶことができる。 

学習 
活動 

○ であいの活動で、四つのマット
ランドでの様々な動きを友達と確
認しながら試す。 

○ 場に応じた動きに挑戦したり新しい動きを作ったりしながら友達と共に遊ぶ。 ○ 友達と共に動きを広
げたり称賛したりして
遊ぶ。 

・動物歩き 
   

・前転がり 
・後ろ転がり等  

・壁登り逆立ち 
・ブリッジ   

・支持での川跳び
等 

支援 ○ モデル提示 
○ 学習活動カード 

○ ヒントコーナーの設置  ○ リーダーの輪番制               
○ 場の条件と動きの観点の設定  ○ 自分たちで操作できる教材教具の設置 
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イ 実証授業の指導の実際と考察 

(ｱ) 導入段階（第１時～第２時） 

まず、四つのマットランドの場でであいの活動の前に、Ａ児はモデルの動きを参考にして、運動遊

びの行い方を習得した。その後、様々な動きを試すであいの活動で、「次は（何をするの）？」と尋

ねられたＡ児は、学習活動カードを活用しながら「○○だよ。」と答えて次の動きを伝えた。また、

友達の動きに対し「よし、OK。」と言ったり、教師がモデルとして紹介した友達の動きを参考に新し

い動きに挑戦したりした。このように、友達と共に運動遊びの行い方を確かめながら、様々な動きを

試すことができた。これらのことから、であいの活動を設定し、モデルを提示したり、学習活動カー

ド（添付資料２）を活用できるようにしたりしたことは有効であったと考える。 

(ｲ) 展開段階（第３時～第６時） 

展開段階での実際と考察について、やり取りが生じる四つの活動から述べる。 

 ａ 試しの活動 

試しの活動では、導入段階から少し変化を付けた場を設定した。すると、Ａ児は、前時に試した

様々な動きを生かして、その場に応じた動きを繰り返し試していた。その後、「どのような動きが

できたか。」と発問するとＡ児は、「足を高く上げるといい。」や「前や後ろに動くと楽しい。」

などと、方向や高さに関する発言

をした。特に、どうぶつランドの

くもの動きでは学級全体のよい見

本となった。そして、展開段階で

の活動で課題を共有することがで

きるように場の条件や動きの観点

（表２）を全員で確認した。 

ｂ ペアで挑戦① 

ペアで挑戦①では、全員で確認

した場の条件や動きの観点を基に、様々な動きに挑戦するよう

にした。するとＡ児は、場の条件や動きの観点に合わせて、動

きができるように友達と声を掛け合ったり、実際に動きを見せ

合ったりするやり取りをしながら活動することができた。具体

的には、表３に示すとおりである。第３時どうぶつランドのく

もの動きでは、「レーザーに当たりませんでした。」と動きの

観点（高さ）に関する発言をしながら活動する姿、第４時くる

くるランドでは、「この岩を左にすれば（できそうだ）。」と

動きの観点（方向）に関する発言をし、岩に見立てた紅白玉の

置き方を変化させて動きを広げながら活動する姿、第５時さか

さまランドでは、色カードを活用し、より高いところを目指すために「何色。」「黄色。あと少し

でピンク。」と動きの観点（高さ）に関する発言をしながら活動する姿、第６時とびっこランドで

は、「ゴムの高さをこのくらいにして。」と動きの観点（高さ）に関する発言をしながら友達と高

さを決めて腰を高く上げながら活動する姿が見られた。他にも高いところまで足が伸びた壁登り逆

立ちや、正しい腕支持や体の使い方でのかえるの逆立ちなど、動きの観点を基にポイントを意識し

たやり取りをしながら友達と共に幅広い動きに挑戦することができた。 

ｃ 見合いっこタイム 

見合いっこタイムでは、他のペアと自分たちの動きを紹介し合うようにした。まず、同じグルー

プで紹介し合い、次に、他のグループと行った。するとＡ児は、自分の動きを説明したり実際に動

きを紹介したりすることができた。しかし、友達の動きを近くで見たり、友達の応援をしたりする

ことが少なく、動きを広げることにつながらなかった。これは「友達の動きを参考にして自分の動

表３ やり取りをしながら活動する姿 

表２ 各マットランドでの場の条件と動きの観点 
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きを広げる」という課題を共有することができなかったためであると考えた。そこで、友達の動き

を見る必然性をもたせることが大切であると考え、新たにキャプテンによるミッション制度を取り

入れた。ミッション制度は、キャプテンが友達に対して動きの指令を出して、キャプテン以外がそ

の動きに挑戦し、その後、動きをキャプテンが評価するという流れで行った。その際、Ａ児をキャ

プテンに任命した。また、活動の見通しをもつことができるように、Ａ児を含めたキャプテン全員

を事前に集め、内容を説明した。するとＡ児は、ガッツポーズをして喜び、活動中には場の条件や

動きの観点（時間や高さ）に関する指令を出す姿が見られた。具体的には、「〇秒ブリッジをして

ください。」や「黄色のところ（テープ）まで足を伸ばして。」などである。友達からもＡ児に、

「キャプテン、ここではどんな動きをしたらいい。」などの発言があり、互いにやり取りをして場

の条件や動きの観点に合った動きを繰り返すことができた。その後Ａ児は、友達の動きを最後まで

見て、助言や評価のやり取りをすることができた。 

ｄ 振り返り 

振り返りでは、自分の動きと友達の動きの良かったところの二つに焦点化してやり取りができる

ようにした。また、その内容を全体に紹介し、学級全員で動きを身に付けることができた嬉しさや

楽しさを共感できるようにした。するとＡ児は、振り返りの際、「ブリッジをしているときにＢさ

んが下をくぐってくれて、できたから嬉しい。」と友達と共にできた動きを笑顔で伝えたり、「Ｂ

さんがアドバイスしてくれたから、できるようなった。」と友達に感謝したりし、友達と共に活動

する良さに触れる発言をすることができた。また、「Ｃさんが、ピンクのスイッチを押せるまで一

生懸命に足を伸ばしていたのがよかったです。」と学級全体の前で発表し、友達と共に活動できた

良さを全員へ伝えることも

できた。またＡ児は、振り

返りの学習ノートでも、楽

しかったこととして、場の

条件に合わせた動きをした

ことや見合いっこタイムで

の活動を挙げている（資料

１）。さらに、友達の良かったところとして、新しい動きに挑戦した後にハイタッチをしたという

関わりや見合いっこタイムで友達に上手に教えたところと、いろいろな視点で挙げていた。 

このように、展開段階において、導入段階から少し変化をつけた場で試しの活動、ペアで挑戦①、

見合いっこタイム、振り返りの四つの活動を位置付けたことで、Ａ児は、動きのポイントを理解し、

「二人でブリッジトンネルをやってみよう。」と友達と共にやり取りをして活動をしたり、「今のブ

リッジ44秒できていたよ。」と指令に対する評価をしたりして、友達と共に場に応じた動きを考えた

り様々な基本的な動きに挑戦したりすることができた。 

(ｳ) 終末段階（第７時～第８時） 

 ペアで挑戦②では、Ａ児は、四つのマットラン

ドにおいて、どの動きをどの順番で行うかについ

てペアの友達と共に話し合った。そして、展開段

階までに試すことができなかった動きに挑戦した

り、積み上げてきた動きを繰り返し行って、動き

の質をより高めたりすることができた。そこで、

まとめの見合いっこタイムでは、新しいペアでの

活動を設定した。これは、新しい視点での動きを

取り入れることができること、誰とでもやり取り

をしながら活動できることの二つをねらいとした。また、ミッション制度を取り入れ、キャプテンを

交互にして指令を出す側と挑戦する側を交替しながら活動できるようにした。すると、「ここでは、

資料１ Ａ児の振り返りの学習ノート 

表４ 終末段階のＡ児とＣ児のやり取り 
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○○な動きだよ。」とＡ児が見本を示しながら互いの指令の動きに挑戦

し、できた動きを評価したり（前頁表４）、ハイタッチをして一緒に喜

んだり（資料２）する姿が見られた。このように友達と共に積み上げた

動きを評価し、基本的な動きを身に付けることができた。これらのこと

から、終末段階にまとめの見合いっこタイムを設定し、Ａ児が得意であ

るミッション制度を取り入れて、新しいペアと共に活動したことは有効

であったと考える。 

(4) 全体考察 

 導入段階から終末段階のやり取りの回数を比較すると、１時間当たりのやり

取りの平均が導入段階では20回、展開段階では38回、終末段階では55回と増え

Ａ児から友達への声掛けの数も導入段階４回、展開段階21回、終末段階31回と

増えた。また、声掛けの内容も学習を重ねる度に相手への応援や助言といった

質の高いものになった（資料３）。さらに、Ａ児が身に付けた、基本的な動き

の数が増えた（表５）。壁登り逆立ちにおいて導入段

階では、足が伸びていなかったが、終末段階では、腕

が伸びて腕支持ができ、足も伸びており、基本的な動

きを身に付けたものになっている（資料４）。このこ

とからＡ児は、友達と共に、やり取りを繰り返すこと

で動きのポイントを理解し、基本的な動きを身に付け

ることができたと考える。これは、やり取りの回数の

増加や声掛けの内容の質の高まりとともに、Ａ児の身

に付けた動きが増えたことから明らかである。また、

学習前のアンケートでＡ児は、マットを使った運動遊

びが苦手でできる動きも前転がりのみと回答していた

が、学習後には、マットを使った運動遊びが得意であ

り、友達とアドバイスをし合い、たくさんの動きを身

に付けたと回答をしている。さらに、単元終了後の感

想では、友達との関わりが楽しかったとも述べている

（資料５）。これらのことからＡ児自身も、本研究を

通して、友達と共に動きを身に付けることができた達

成感を味わうことができたと言える。以上のことから

友達と共に基本的な動きを身に付ける際、やり取りが

生じる活動を位置付けることは有効であると考える。

さらに、日常生活ではＣ児から誘われ、昼休みに友達

と仲良く鬼遊びをするＡ児の姿も見られた。これは、この学習から派生した姿と考えられる。 

(5) 研究の成果と今後の課題 

 ア 研究の成果 

○ 体育科学習において、学習過程に友達とのやり取りが生じる活動を位置付けると、Ａ児は友達

とやり取りをしたり友達へ声掛けをしたりし、動きのポイントを理解して基本的な動きを身に付

けることができた。また、体育科学習時だけでなく、休み時間にも友達との関わりが増えた。 

 イ 今後の課題 

○ 今後は、やり取りと動きの質の高まりが見られる学習過程の構成を考えていく必要がある。 

＜参考文献＞ 

・ 福岡県体育研究所(平25) 『平成22・23・24年度 福岡県体育研究所 調査研究報告書 「体育的学力」を育む授業づ

くり-小・中・高 12年間を見通した授業モデル-』  

資料３ 声掛けの内容 

 

資料４ 壁登り逆立ちの動きの変容 

 

表５ Ａ児の動きの変容 
（教師による評価） 

資料２ ハイタッチをするＡ児 

※ 

ハイタッチをする 

Ａ児 

※ 

単元の導入段階 

※ 

単元の終末段階 

資料５ 単元終了後のＡ児の感想 
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【添付資料】 

１ 様々な動きに挑戦することができ、自分たちが操作できる教材教具を設置した場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 導入段階でのペアでの活動で活用した動きを確認できる学習活動カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤 

黄 

緑 
青 

高さに着目できる色カード 

高さに着目できる色テープ 

赤 
 
黄 
 
緑 
 
青 

動きを広げるために操作する紅白玉 

名前 

二人で１枚にすることで、 

ペアで確認し合うことができる 

試した動きができたら 

丸を記入する欄 

友達と共に確認することができる 

絵と言葉で示すことで、初めての場でも

動きを確認することができる 

 

名前 

学習活動カードを 

活用する様子 

 

※ ※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ ※ 

※ ※ 

※ 

 

 

 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

 ※ 

※ 

※ 動きが分かる絵 
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３ 展開段階で動きの広がりにつなげるためのヒントコーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 第５時の板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
どうぶつランド 

 
さかさまランド  

くるくるランド 

 
とびっこランド 

体育館後方に掲示し、 

ペア同士で 

必要に応じて 

「動きの広がり」の 

ために活用することが 

できる 

人数に着目できる 

高さに着目できる 

本時のマットランド 

おへそ 
ひざ 

はな 

どの高さがいいかな？ 

学習の流れ 本時のマットランドで

できる動き（絵） 
場の条件 動きの観点 

単元名 

壁登り 
逆立ち 

逆立ち
キック 

カメ 
さん 

アン 
テナ 

かえる 

倒立 

ブリッ
ジ 

二人で同時に 
後ろ転がりを
している絵 

運動遊びの行い方が分かる 

二人で 
トンネルブリッジを

している絵 


